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農村における貧血と鈎虫症との関係

(1）鈎虫戚染者及び非戚染者の血色素査 とその分布状態

荻野 淑良rs

国立予防衛生研究所寄生虫部埼玉県本庄保健所

（昭和 33年 2月12日受領）

I土 Li>~ き

鈎古1-(Necator側 'ericα:nus,Ancylostoma duodena院

の寄生によウて，その宿主である人体が受ける附害は，

従来諸家の研究によって，次第に明らかにされてきてい

る（北山，1951；小宮，1956）。

とれらの障害のうちで，最も顕著にみられる症状は，

舷量，動↑季，息切れ，全身倦；怠等である。そしてζ れら

の症状は，鈎虫寄生によって起きた宿主の貧血のためで

あるととは，諸家の認めているととろである。

一万において，最近鈎虫の軽感染者て，自覚症状も少

なく ，医F,11}の診察も受けない人達についての研究が報告

され iごいる（小宮，1953；柳沢，1954；富士田， 1955;

石崎，1957）。

わが国ては，農村は鈎虫感染者の多い地区である。し

かもその中の大部分は経感染者て〈小宮，1953）自覚症状

の乏しいため，鈎虫感染者てあるととを認識せず，日口の

業務に従事している。との様な軽感染者は，大部分いわ

ゆる鈎虫 Carrierと呼ばれるもので，それらを詳細に調

査すると，種々の症状が見出される。との鈎虫 Carrier

の臨床的症状については，柳沢 (1955），石l崎ら（1954

～6），大鶴（1954）等により，詳細に研究されている。

ぞとて私は，とれら医師の診療を受けていない鈎虫1llf

感染者は，公衆衛生学的にも重要な問題を含んでいるこ

とに注目し，鈎虫寄生による発現症状のうち，農村にお

ける賛血にI刻する問題を取上げた。

上記の文献等によれば，農村において，鈎虫軽感染者

でありながら，著しい貧血を呈しているものも屡々凡山

される（鈴木，1955）。今迄こうした場合，鈎虫感染者て
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ある限り ，釣虫とのIX.Jillのみで賛血を考える傾向があっ

た。しかし，貧血ということを主にして考え乙ならば，

貧血の原因は，鈎虫感染のみとは考えられない。鈎虫経

感染者ても，著しい貧血を呈していζという問題を解明

するためには，鈎虫感染以前の農民の貧血の状態を調査

しなければならない。たとえば，農民の［(U色素自；が，鈎

虫感染以前に既に低下しているのではなかろうかとの仮

説も考えられる。そ：とこでとの問題の解明を目的として，

農村地区住民の，血色素量の分布状態について調伐削党

を行った。

調査対象および方法

1. 調査対象

調主の対象は， ~村てほとんど全部が純粋に良業に従

事している人述である。対象の大部分は自覚症状の少な

い人達てあζが，なかにはすぐ治療有要す之人ヰ、合まれ

ている。猶調内は，地区検診の形式て行ったので，調子E

対象は，その地区〈母集団〉からの無作為抽il11根本と考

えてよいと思う。調有地区，期円および対象者数を示し

たのが第l表である。

第 1表調査地区，期日， 対象数

鈎 虫 鈎 虫

調査地区 調査期 日
非感染者 染感者

年 月 男 子 女 子 男 子 女 子

埼玉県本庄市仁手 32, 12 173 197 34 75-

F都南多摩郡忠生 31, 5～ 7 159 195 96 81 

群馬県邑楽郡板倉 31, 11 一 一 76 76 

埼玉県大里郡妻沼町 32, 5 ー 34 24 71 

2. 調査項目および方法

1）検便厚生約衛生検査指針にもとづいて，臨抜塗

抹標本 3枚および飽和食塩水浮遊法椋木1枚について，

鈎虫卵検出を行った。

2) 血色素量測定 Sahli法に準じた比色を，光千u光
度計を使用して行った。すなわち検定済み血色素測定用

メランヂュールを用いて耳染採取した血液 0.02ccを，
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。.1胤定出限 1.0ccに加λて塩酸 Haematinとし，乙

.11 fと検診地から研究室に持ち帰り，蒸i悶水を加えて全

電 5.0cc：こしえ。とれを Colemanおよび日立光泊光度

計の波長 400mμ,4 70m1i, 500mμ, 55Qmμ, 600mμ の各

々で測定し之ところ， 470mμ の波長によ乙計測が最も

適:'iてムつ，t。上記の方法によって得られ／モ結果は，従

来広く行わjl ‘こいる Standard・Haemometer による方

訟と同様のイJIJが得られた。よってとの方法を用いて血色

1Uil:の測定士行った。猶［LIL白井；置はすべて g/dlて示し

た。

成績

鈎.d:i.fiEては，血色素量の低下すなわち貧血が重要症状

て＇，＇.＇）斗。鈎虫感染以外に血色素 f立に影響を及；rすと考え

られる各種の条件，たとえば摂食状況，

労働状況および諸疾店、の躍忠程皮下は，

各地l天により差異があるのではないかと

考えられる。そこで，統計の対象は之づ

第一条件として，同一地区内の住民毎に

じうべなければならない。との考服のも

とに，脊地区毎にj血色素電の分前J状態を

官
沼
∞
μ

90 

50 .,, ,__ 
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1. 仁子地区

1) 鈎虫~［：感染背の山色京量

鈎!lJJド感染者を，性別，年令別（10-f

i肝級〉に分：アて，各々の血色素量の平均

値をした。その成績モ示すと第2表に

なる。こjl白石ると，男子ては，血色素 9 
「立の平均値は， 30才台が最高， 70才以上

が最低，ついて 9才未満の小児が低い伯

そ示した。との30才台と70才台とは平均

第2表鈎虫非感染者の年齢別血色素量

(g/dl) （仁手）

男 子 女 子
年齢階級 例

S.D. 伊lj 平均値 S.D. 数平均値 数

0～ 9 42 12.09 土1.41 42 12.03 ±1.15 
10～19 51 12.53 ±J..78 52 12.15 ±1.48 
20～29 19 13.14 ±1.31 20 12.44 ±1.25 
30～39 16 13.85 ±0.94 27 11. 96 ±1.31 
40～49 15 12.44 ±1. 22 19 11.63 土0.75
50～59 18 12.66 ±1.75 20 11.96 ±1.00 
60～69 6 12. 53 ±1.83 12 12.45 士1.00
70～79 6 11.90 土0.95 4 ]2.42 ±1.64 
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値の差の検定て Cr： ~j11市 ・ 土H巴， 1956 ) , 0.1%以下の危［）1定

率て有意差が認められる Cts=3.90）。叉30才台と 9寸＇,,1と

満とは平均値の差の険定て， 0.1%以下の危険率て有志

差が認められる Cts=5.45）。そこで，70才台と9才ぷ前

とを除いた10才以上70才未満を，一応血色素量に｜刻する

限り等質化されているとみて，一括して血色ぷ号の牙｛fi

状態をみるととにした。

女子ては，血色素呈の平均値は， 60才台が最＇.~.~~て、， 40

才台が最低であった。しかし平均値の差の検定士行って

有意差の危険率をみると， 60才台と 50才台とは（ts=

1.53) 10 %以上， 50才台と 40才台とは20%以上（tsコ

1.13), 40才台と30才台とは30%以上（ts=0.99）となっ

ていて，いづれも有意差があるとはいえない。一三とて火

子の場合主男子の場合と同様に， 10才以上70才よ満を，

x一一民男 手 全きE
ト ー4 女 子

～一一イノ
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イ，埼玉県仁手 ロ，東京都忠生村
第1図 鈎虫非感染者の血色素量累積分布

一応血色素量に関する限り等質化されていると手て，一

括して血色ぷ量の分布状態をみることにした。

分布状態血色素呈について，その階級を 1.Og/dlて、

男女別に累積度数分布を百分率になおし，正規確率紙上

に記入して主ると，男子女子共にほぼ－n'c線になるとと

が認められた（第1図イ〉。これは別な観点からすれば，

上記の年令の良民の血色京電は，一定の分市形式に従っ

て散在しているととを確認したととになる。従って，血色

点量を個人について論ずるかわりに，集団として論じら

れ，より明らかな現象分析が可能なことを知った。男子

ピついて，上記の年齢の範囲て、血色素呈の分布状態が正

規型てあると：W定して， ξの不適合度の検定を行って4

( 19 ) 
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められた。女子ては，比較的血色ぷ量の高い部分はほ丈

一ーr1'i線になとが，それ以下の低い部分てはその分布状態

が苦uしてい之 Gr~ 2図イ〉。とれは，ControlてあるJI：感

染者群む血色ぷ呈が、ミヨ正しく正規分市することから考

えて，感染月昨て 1士、大、！＇：が正規分前 iを守り，貧血側てせ

れがhllれたのだと判定する三とができる。次に男子と女

子の比較的lllL 色ぷ盈の l二jい部分て、の血色If~ ［立累積度数分

Miu線を比較 L ℃ o ＇~ 弘と， ~Itl11'1：線は全く平行し℃いζ 。

との分 (11夫を利用して，分布の「j1心（50°~）の［血色ぷ量

を求めると，男子ては，Jj.：感染需 12.5g/dl，感染円12.4

g/dl て ， 女子ては，－JI:感染二円，感染者者·~長 11.7 g/dlて、ι子

つて，男子＿9:,子J~JI~感染者，感染者の［l\Jに差異が.h ると

は云えないQ これは三いかえれば，貧血｛1.Wの11'1礼町考え

なければ，集団としては鈎虫によって貧血が起るとはい

えないととになる。

2. 忠生地区

1) 鈎虫Jド感染円

性別，年令別：こj血白井~l止の平均値を示すとmB 去にな．

ζ。これをみ与と，男子ては，血色ぷ日の平均値は， 20

才台が最高て、， 9-Y以下の小児が最低で；入った。そとて

9才以下と10-Y台とをj七べると，との／Ji]者の平均値の£

の検定て， 0.1 9o以下の危険率て有意差が認ちられ乙

(ts=5 .52）。 しかし 10才以下の附級を除いて，互に柑

[gt~ る年令附級11\JのJfrL色4~1止を比較すると ， 平均佑の差の

検定て， 有志注の危険率は何れも 59o以下とはならな

いe よって10才以上は，｜血色ぷ出；に民jする限り一応等n

168 

ιと，正規型てないとすι危険率は60%と50%との11¥Jと

なり（S(n-f)2/n=2.014 ），正規1'l.て、わるとのむ！定はすて

t');j lない。次に男女の血色ぷ亘県柏度数分{/Juj；線全i七l陵

Lて1とと，IJiJ直線は全く平行Lており ，分布範囲が同

じす，＂；...j J !J /1Id笛の標準偏差が：2ヨ同じてお乙三とがわか

と。こ1は計百〔によれば， 男子平均値 12.86g/dl，椋准

制定1.52 g/dlて，女子平均値 12.Hlg/dl，標準偏差1.23

g/dlてしつJと。血色巣立の平均値は男子が女子より向

く，i1IJ行の11¥Jには平均値の差の検定て、， 0.1%以下の危

険率て有志差が認められるくts=3.97）。

2) 鈎反感染者の血色素、.ill:

~W！配A~ tiの血色素畳分布をしらべた際に， 10才以上70

-.f Jょ満三一応血色素足に民jして等質と＇ z,'to とのてとか

ら， JI：感染者を Controlとして感染者を五る場合に，

矢張り上記の範囲内てしらべないと，鈎虫の影響trより

純粋：こAるととはできない。モζて男火の感染有を上司

の組問内：ことり，飽和食砲水浮説法てのみ発見1111来る感

法者主 1J活感染者， a；」；接塗抹訟で発凡U11米ζr感染肯のろ

！＞，厚生科衛生検査指針によ L全視野1j l$(ij虫卵10個以内

の Eの三ij1感染者， （：，）l以とを足感染丹として，感染に

よ：；， J；~~~予とふ之。｛旦し当地区の対象者は， 殆んど！｜活感染
者てて＇－，ったので， とれについてのふしらべるととにし

分(ij状態男子女子の脊々について，非感染者の場合

と同様、二血色素量の累杭度政分了Ii点主作って，正規確率

紙上：こ記入すιと，男子ては日てー[I’1：線になることが認
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分布状態血色素長の累積度数分布を百牙率になお

し，正規確率紙上に記入してみると，男子女子共にほ立

一直線て，且両直線は平行しているととが認められた

〈第1図ロ〉。

とれは計算によれば，男子は平均値 13.46g/dl，標準

偏差 1.13g/dl，女子は平均値 12.08g/dl，標準偏差1.43

g/dlであった。血色素量の平均値は男子は女子より高

く，両者の問には平均値の差の検定て， 0.1%以下の危

険率て有意差が認められる Cts=S.08）。

489 (1958）〕昭和 33年 10月

鈎虫非感染者の年齢別血色素量

(g/dl) （忠生）

第 3表

子女

2) 鈎虫感染者の血色素呈

当地区の鈎虫非感染の血色素量の分布をしらべた除

に，男子は10才以上69才まてを，女子は20才以上69才ま

でを，血色素量に関して一応等質とみえ。とのととか

ら，感染者についても上記の範囲内てしらべた。

分布状態男子ては軽感染者および中・直感染者別に，

血色素量累積度数牙布を作って，正規確率紙上に記入す

ると，比、較的血色素量の高い部分ては，軽感染者およぴ

巾・重感染者共夫々ほ三一直線上にのることが認められ

た。叉比較的血色素量の低い部分ては，その分布状態が

乱）， L，しかも中 ・重感染者は軽感染者よりも乱れが広範

囲に認められた〈第2図ロ〉。 ζの分布表を利用して分布

の中心（50%）の血色素量を求めると，非感染者 13.0

g/dl，軽感染者13.1g/dl，中・ 重感染者 13.2g/dlて、あっ

て三者の間に差異があるとは云えない。

女子についても同Uことを行ってみた。この場合中 ・

S.D. 

土1.05

±1.73 

土1.34

土1.26

土1.54

土1.51

土1.31

土3.01

平均値

13.03 

13.10 

12.01 

11.80 

11.72 
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12.23 
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S.D. 

男

平均値

±l.96 

±1.01 

±1.11 

±1.54 

±1.34 

土1.24

土1.38

土2.76

11.94 

13.70 

14.02 

13.78 

13.26 

12.52 

12.77 

13.21 

年齢階級
例
数

5 

12 

25 

45 

14 

23 

24 

11 

O～ 9 

10～J9 

20～29 

30～39 

40～49 

50～59 

60～69 

70～79 

とみなして，一括して血色素足の分布状態をみるととに

した。；士三し70才以上は，仁子地区の場合に等質とみな

さなかっでのて，忠生地区の場合も除〈ととにした。女

子ては，血色素量の平均値は， 10-r台が最高で， 40才台

が最低てわった。そとて10才台と20才台とを比べると，

にの両者は平均値の差の検定て， 5%以下の危険率て有

意差が認勺られる（ts=2.32）。しかし20才台以上ては，

互に相隣斗年令階級山の血色素量そ比較すると，平均値

の完の特定て、，有意差の危険率は何れま 5%以下とはな

らない。よって20才以上は，血色素主に関する限り一応

等質とみて，一括して血色素塁の分布状態をみるととに

した。ただし，70才以上は男子の場合と同 己考慮の下に

除くことにした。
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J、，埼玉県妻沼（女子）
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ロ，群馬県板倉（女子）

鈎虫感染者の血色素量累積分布

15 13 II 9 15 

イ，群馬県板倉（男子）

13 II 9 

( 21 ) 

第 3図
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重感染者が少なく ，統計の対象にならなかった。軽感染

者は正規確率紙てほ三一直線に牙布して居て，非感染首

と同じ分布がみられたく第 2図ハ〉。この分布表を利用

して，分布の中心を求めると，非感染者 11.Tg/dl，軽感

染畠11.7g/dlであって，両者の問に差異があるとは云え

ない。

3. 板倉地区

当地区は，鈎虫感染者のよえを調査した。／とだし当地区

は，肝吸虫の淫浸地区なので，肝吸虫と鈎虫との混合感

染者は除外した。叉，との地区も男子は10才以上69才友

て＼女子は20才以上69才までの範囲て，血色素量分布状

態をしらべた。

分布状態上記の記述と同様に，血色素量累積度数分

布告百分率になおし， ζjしを正規確率紙上に記入した。

男子の軽感染者はほ三一直線上にのり，中・重感染者は比

較的血色素量の高い部分でほぼ一線線上にのるが，低い

部分ては崩れている（第3図イ〉。ζの分布表を利用して，

分布中央（50%）の血色素呈をみると，軽感染者 13.6

g/dl，中 ・重感染者13.3g/dlて，両者の聞に差があると

は云えない。

同様のととを女子でみると，軽感染者はほ三一直線上

にのる。中重感染者は血色素量の高い部分てはほ三一l亘

線上にのるが，貧血側ては崩れている〈第 8図ロ〉。点の

分散が大きいのは例数が少いためである。この分布表を

利用して，分布中央（50%）の血色素量をみると，軽感

染者は12.7 g/dl，中 ・重感染者は12.5g/dlて，両者の問

に差があるとは云えない。

4. 妻沼地区

当地区は女子のみについて，20才以上69才までの範囲

を一括して，血色素量好布をしらべた。

1) 鈎虫非感染者

今迄と同様に，血色素量累積度数分布を百分率になお

し，正規確率紙に記入してみると，ほ三一直線上にのり

正規分布型をなすことが認められえ〈第3図ハ〉。

2) 鈎虫感染者

軽感染者だけについてしらべえ。血色素量の高い部分

は牙布状態が非感染者と同様にほ立一直線上にのり，

貧血側てはその分布が崩れていた。この分布表を利用し

て，分布の中心（50%）の血色素量をみると，非感染者

11.4g/dl，感染者11.3g/dlて，両者の聞に差があるとは

云えない。

考按と総括

我が国の農村における鈎虫感染率は非常に高く ，しか

( 22 ) 

〔寄生虫学雑誌、 ・第 7巻 ・第 5幸子

乏感染者の大部分は軽感染者である。とれら軽感染者

は，自覚症状が乏しいため，殆んど医師の診療を受けな

いが，調査してみると，高度の貧血状態にあるものが見

1111される。そしてこの場合にみられる高度の貧血は，鈎

虫感染のみが原因とは考えられない。そとて，農耕地区

住民は，鈎虫感染以前に既に血色素量が低下しているの

でbろうという仮説をたて， ζの問題を究明するため

に，農耕地区住民のJ血色素量の牙布状態をしらべた。

鈎虫非感染者は，男子，女子共に，ある年令の問て

は，血色素量に関する限り ，一応等質化されているとみ

られ，この範囲内ては，男女共血色素量は正規分111型を

示していることが認められた。しかもその平均値は，地

区により多少の柑違はあるが，健康成人の血色ぷ呈の平

均値といわれている値，すなわち男子90～ 110°~ (16 

g/dlを 100%とすると14.4～17.6g/dl），女子80～ 100%

（同りく 12.8～16.0g/dl) 〈小宮悦，1955）よりも低か

った〈第4表〉。

地

仁

J 申lよβ

妻

第 4表各地区における鈎虫非感染者の

血色素量平均値（g/dl)

男 子 女
区

子

例数 平均値 例数 平均値

手 125 12.8 150 12.0 

生 83 13.8 62 12.1 

沼 21 12.0 

叉鈎虫非感染者の貧血発現頻度をみると，男子ては

12.5g/dl以不のものが13.3～44.7%，女子ては11.5 g/dl 

以下のものが29.0～38.0%もあり ，今回調査した地区住

民には，鈎虫感染以前にl況に貧血状態にあるものが存在

しているととが，明らかに認められた〈第 5表〉。

鈎虫非感染者を Controlとして感染者をみると，血色

素量の高い部分では，軽感染者および中 ・霊感染者とも

第 5表各地区における貧血発現率（%）

非 感 染 軽感染 中重感染
地 区

男子女子男子女子男子女子

仁 手 44.7 30.0 47.0 30.5 

忠 生 13.3 29. 0 27. 6 37. 5 21. 0 12. 0 

板 届-6.. 25.0 19.0 25.0 26.7 

妻 沼 38.0 40.9 

註 ：男子は12.5g/dl，女子はll.5g/dl以下を貧血と

する．
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正規分市型そ示し， Controlとの！日jに差異があるとはい

えない。 ζれによって，平；：仕方、ら血色素量の比較的高い

人達は，鈎虫に感染しても賛血をおとしにくいと云える。

そしてとれらの人達が， いわゆる鈎虫 Carrierと呼ば

れる人達である。鈎虫非感染者と感染者との聞に，血色

素量の差が認められなかったと云う報告〈泉山，1955)

も，その場合の鈎虫感染者が大部分鈎虫 Carrierてあ

っえ点からみて当然のととと云λる。」血色素量の比較的

低い部牙ては，鈎虫感染者に分布の崩JLが五られ土。句

論今回の調査は，時間的観点よりな·）1ぼ， ~~17断的にみた

ヰので，対象者を鈎虫感染以内iiから鈎虫感染，疋に貧血

如来という経過を追跡したものではない。しかし，鈎虫

感染濃度に関しては，同一条件下て比較して居り，叉鈎

虫寄生期間と，宿主てある人体に対する害作用の関係に

ついては，鈎虫の側からみた毒ぐ害〉作用は，寄生虫数

忙比例して一定てあると概念的ピづきえることができる

と云う報告（小宮 ・石｜｜｜奇ら， 1956），おJぺ探内虫卵数よ

り集団全体の寄生濃度を推定することは可能てあると云

われている点〈柳沢， 1957）からみて，同一感染濃度の群

て血色素量の比較的低い人達は，鈎虫以外の原因て，同

群の他の人達より血色素量が低下し、ζいるものと考えら

れる。叉血色素量と網状赤血球数との問に密な相関があ

ったとの報告（小宮 ・石11時ら，1956）からみて，造血状態

の指標として網状赤血球数を考えるならば，上記の血色

素量の低い人達は造血状態の低下している人達が多いと

云える。従って，とれ等血色素量の低い人達は同群の他

の人達に比べて，鈎虫感染により貧血を起し易いと云う

ζ とは容易に推論てきる。この様にして貧血となった人

達が鈎虫症患者となるわけである。そして鈎虫感染者の

分布が崩れたのは，鈎虫 Carrierに上記の鈎虫症患者が

加わったためと考える。中 ・重感染者は， l怪感染者より

も血色素量分布の崩れの範囲が広かつ之。 ζれは，平常

血色素量がや〉低ししたがって網状赤血球数がや〉少

し云い変えれば造血状態のや〉低下している人達が，

軽感染による催貧血作用と造血状態との抵抗が均衝を保

：！？得たが，巾豆感染によってその拍抗が均衝の範囲を越

えた結果，賛血を f包して来て， 11霊感染のみにて貧血を米

した人達に加わったためと考えられる。との場合，軽感

染者も中 ・重感染者も同一地区民であり ，性別にわけら

れて居り，且無作為に抽出したものであるので，夫々を群

として比較する場合，鈎虫感染濃度以外の外部より導入

され得る貧血玄起に関するー諸条件ぐたとえば鉄摂取量な

ど〉に関しては，同一条件下にあるものと考えてよいと

( 23 ) 

471 

忠弓。ズ鉄J話取iえの利用皮，)ii血能力の個人左等は，い

づれもその群の中て相殺され得ると考えられる。し／こが

って上記¢考え方は， j立uh機能の弱い人が，生理的j・r1f抗

力の不均衡の結果貧血を起するという説（石111：~ . 1957）に

一致する。従来農耕地区住民の健康状態を ，kる場合，肺

炎，肺結核等の他にいわゆる良夫症と Lてリウマチ，寄

生虫症 L主lこ畑虫症およヴ鈎虫症〉，ビタミンB1欠乏症等

が多いと云われている（円本良村医学会，1955）。しかし各

種の疾病として発症してくる以前に，良村においては，

諸疾病に対して個体の有ノユな抵抗性の一要素とも云う

べき血色素量が低下している人達が可成り多く存在する

という ζ と自体が，農村公衆衛生上かbミて大きな問題

である。以上の結果を要約すれば，次の如くな乙。

1) 少くと当今回調査した良耕地区住民：こは，鈎虫感

染以前に既に.all色素量の低下し、ζいる人述がι在すると

とが明らかである。

2) その血色素置の低下している状態に，鈎虫感染と

いう要素が加わることによって，血色素量がより低下

し，遂には貧血状態となり鈎虫症患者となる。

の したがって今後農耕地区住民を対象として鈎虫性

貧血を論ずる場合には，その地区住民〈母集団〉に，鈎

虫感染以外の貧血がどの程度存在するかということを，

常に考慮して行はなければならない。

むすび

良村地区住民の血色ぷ量の分布について，次のことが

云える。

1) 鈎虫非感染者の血色素量分布は，一定の年令の範

囲内ては，男子，女子共，正規好布型をとる。

2) 少くとも今回調主した仁手地区，忠生地区，妻沼

地区住民は，鈎虫感染以前に既に血色素量の低下がみと

められる。恢倉地区住民も，鈎虫感染者の分布状儲から

推察して，同様のととが推論できる。

3) 鈎虫感染者は，血色素量の高い部分は，上記対照

群と殆ど一致したと考えられる牙布を示したが血色素量

の低い部分は対照群とは一致せず，分布が貧血側に偏す

る。乙のことは，分前iの上て鈎虫非感染者との相異（と現

わしていることになる。

心 したがって良村住民には，鈎虫感染以前に既に血

色素量の低下があり，鈎虫感染によって血色点量が史ーに

低下してゆくものと忠われる。

5) 故に今後農村住民を対象として鈎虫性貧血を論ず

る場合には，常にその地区住民 L母集団〉の鈎虫感染以
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1JiTの血色素量の低下の了五千五を考ぽに入れる必要がある。

6) か〈の如く一般’こ良村住民において，可成りの程

度：こ貧血症状が認めらJしるという ζ と自俸が，農村公衆

衛生上の前要な問題である。

稿を終るに臨み， 御指導御校閲頂いた予研寄生虫部々

長小宮義孝博士および石崎達博士に深謝すると共に， 終

始御鞭撞頂いた久津見晴子吾氏外子研寄生虫部の諸兄に感

諮問文します．
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Summary 

Present survey was conducted to elucidate the 

relationship among hemoglobin concentrations, hook-

worm and its infection density on inhabitants in 

rural areas of Kanto District. Results obtained 

were summerized as follows : 

1) In both male and female of non-infected cases 

ranging from 10 to 69 years old, their distribution 

of Rb-concentration showed normal distribution 

curve. 

2) Some of non-infected cases were found to be 

already in anemia before they would be infected 

with hookworms. 

3) The distribution of Rb-concentration in infented 

case with hookworm was simi1ar to that in non-

infected ones at the range of higher Hb-concen-

trations ( > 11 g/dl), while at the range of lower 

concentration ( < 10 g/dl) no similarities as mentioned 

above were recognized: viz. percentages of infe・

cted cases showing low Rb-concentration were higher 

than that of non-infected ones. 

4) Percentage of heavy-infected cases showing a 

low Rb-concentration were also hgher・than that 

of lightly and non-infected ones. 




